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SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

現状の課題
事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称 評価

理由

経費

投入コスト
会
計

H24～ 5,636千円 342,000人

18歳未満の児童の健全育成を図るため、遊びを通じ
て健康増進及び情操を豊かにするとともに、安全な
居場所を提供する。
未就学児及びその保護者に対し、子育て・子育ちを
支援する。
放課後留守家庭児童に対し、授業の終了後や長期
学校休業日等に適切な遊び及び生活の場を提供す
る。
なお、事業に民間の活力を導入することで、サービス
のさらなる向上を図るとともにコストの削減を図る。

0.94 人
非常勤
特別職

0.00 人
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標 R2実績

利用者を対象としたアンケート結果でも満
足度の高い結果となっている。
引き続き、モニタリング等を通じて、児童
館運営の適正を確保する。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

342,000人 160,308人

0.69 人

C
R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

382,000人 342,861人

7,813千円 臨時職員 0.00 人
①348日

②450事業

③794人
R3目標

R2予算現額 R2決算額（見込み）

児童福祉法・所沢市立児童館設置及び管理条例 487,989千円 454,329千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R2年度に改善した点

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 児童館は、児童に健全な遊びを与え、健康を増
進し情操を豊かにすることを目的に設置された
児童厚生施設であり、また、当該施設で生活ク
ラブや子育て支援を行うことを目的としているか
ら、その利用者数を指標とする。

新型コロナウイルス感染症対策を行いな
がら、本来の児童館の目的を果たすため
にどう運営すれば良いかを事業者と相談
しながら検討していった。
また、令和3年度より児童館指定管理の更
新が3巡目となるので、指定管理の仕様に
ついても見直しを行った。

児童館運営事業

指標名 目標設定の考え方・根拠R1予算現額 R1決算額

新型コロナウイルス感染防止によ
る利用の制限を行った結果、利用
者数は減少したが、各館が行事の
見直しなどを行い、そういった状況
の中でも一定利用数は確保し満足
度の高い施設として運営できてい
ると考える。

435,576千円 398,176千円
①開館日数

②行事数

③生活クラブ入所者数

11児童館における利用者総数

新型コロナウイルス感染拡大防止を目的とし
て、一般来館の制限やイベントの中止を実施し
たため、約半数の来館者数となった。

会年職員 0.00 人

青少
年課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

青少
年課

根拠法令

期間

根拠法令

45回 45回

期間 0.15 人 R3目標

H15～ 1,225千円 45回

ふれあいタウン事
業 50回 42回

332千円 臨時職員 0.00 人
①59人

②

③

R2目標 R2実績

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

特になし

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

非行行為を青少年の問題としてだけではなく、地域社
会全体の問題として捉え、青少年が非行に巻き込ま
れるような状況の抑止対処、また所沢駅周辺の環境
浄化を目的とする。
所沢駅周辺を週末定期的に巡回して、青少年に対す
る声掛け等を行う事業を日本ガーディアンエンジェル
スに委託して実施している。

0.04 人
非常勤
特別職

0.00 人

0.00 人
会年職

員

法定受託＋附加

R2年度に改善した点

①ガーディアン・エンジェルス延
人数

②

③

商店街の巡回回数R2予算現額 R2決算額（見込み）

1,466千円 1,466千円

R1目標 R1実績

新型コロナウイルス感染状況による外出
制限があったため、巡回時間をずらして実
施した。

1,452千円 1,452千円

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

経験豊富なガーディアン・エンジェ
ルスメンバーが所沢駅周辺を週末
定期的に巡回して、青少年に対す
る声掛け等を実施することは、町の
風紀維持に大変効果があると考え
ている。 事業達成に向けての現在の課題及び今

後の課題解決に向けた取り組み

報告内容を市関係課に送付するなどし
て、さらに環境浄化に努める。
新型コロナウイルス感染症の状況により、
青少年育成推進員の研修は中止となった
ので、再開したい。

実施計画ランク 事業の種別

一
般

所沢駅周辺の環境浄化を目的としているので、
その巡回回数を指標としている。

R2目標値が未達成の理由・分析

目標達成済

R1予算現額

重要 自治事務 法定受託事務

0.17 人

1,389千円

期間

H10～
会年職員 0.20 人

青少年が新たな社会の担い手として、非行に陥ること
なく、豊かな個性と能力を持った人間に成長する社会
環境を地域社会が主導して創っていくよう、市民全体
に呼びかける。
青少年の非行・被害防止及び青少年健全育成に係る
街頭啓発活動を市と青少年育成市民会議の主催に
より、関係団体の協力を得ながら実施する。

0.21 人
非常勤
特別職

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標 R2実績

効果的な啓発活動を行うため、街頭キャン
ペーン以外の実施の方法も検討したい。。

1,600個

新型コロナウイルス感染症の状況により街頭
キャンペーンを中止ししたため。
啓発物を関係団体が配備するなどして啓発を
実施した。R3目標

3,200個

0.00 人 3,000個 3,200個

3,200個

1,746千円 臨時職員 0.20 人
①25団体

②64人

③0人

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

街頭での活動が中止となり、関係団体へ
配布し、協力を得た。

400千円 392千円
①啓発活動に協力した延団体
数
②啓発活動に協力した延人数
③啓発活動に協力したジュニア
推進員延人数

R2決算額（見込み）

400千円 211千円

R2目標値が未達成の理由・分析

啓発物配布数

R1目標
青少年健全育成広
報・啓発活動事業

特になし

C

青少年健全育成の実現には、継続
的に啓発活動を行うことが効果的
であり、全国的に展開する協調月
間に合わせて本市の青少年健全
育成に関わる各団体の協力を得て
活動を行うことは、大変有意義で効
果があると考えている。

法定受託事務 法定受託＋附加

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

R1実績

R2年度に改善した点

青少年の非行・被害防止、また健全育成を目的
に街頭で啓発活動を行うので、啓発物の配布数
を指標とする。

青少
年課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

根拠法令

重要 自治事務

R2予算現額

R1決算額

会年職員 0.20 人

指標名 目標設定の考え方・根拠

新学期当初が休校になり、小中学生の予定が
ひっ迫したことが考えられる。

1,746千円 臨時職員 0.20 人

0.18 人 R3目標

1,470千円

R1予算現額

①95件

②357件

③

R2目標 R2実績

R2その他職員
従事割合

4.0% 1.9%

4.0%

対象児童生徒数に対する作文応募数の
割合

根拠法令

非常勤
特別職

0.00 人 4.0% 2.4%

330千円

R1その他職員
従事割合

R2年度に改善した点

家庭の日を認識してもらうことを目的に作文を
募集しているので、その応募数を指標とする。

コロナ禍ではあったが、感染防止対策を施
し表彰式を行い、好評を得て無事に終了
した。。特になし 280千円

R1目標 R1実績

①小学生作文応募数

②中学生作文応募数

③
事業の目的及び具体的な内容

R1予算現額

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標値が未達成の理由・分析

引き続き、校長会で作品応募の依頼をし
たり、公共施設等にポスターを掲示するこ
とにより、応募数の維持、増加に努める。

指標名

「家庭の日」推進事
業

目標設定の考え方・根拠

C

作文応募数は、年により変動はあ
るが、一定数の応募はあると考え
ている。

R2予算現額 R2決算額（見込み）

0.21 人

R2正規職員
人件費

S48～

重要

青少
年課

実施計画ランク 事業の種別

R1正規職員
人件費

期間

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

乳幼児とその保護者、小中
学生の居場所作りとして貢
献した。

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

どのように貢献したか

毎週の継続した活動によ
り、町の風紀を維持してい
る。

どのように貢献したか

活動を継続していること
で、市民全体が青少年の
育成に関心を持ち、地域形
成につながる。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

作文により自分の家庭を考
え、またそれを読んだ人も
家庭について考える機会を
持った。

235千円

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１６．平和と
公平をすべ
ての人に

青少年を健全に育成するための最も重要な基盤であ
る家庭を改めて認識する「日」を設定し、家庭におけ
る青少年健全育成への啓発を図る。
市内小学校3年生から中学校3年生を対象に、家庭を
基盤として青少年が未来に向けて考えていること
（夢・希望・提案）をテーマとした作文を募集し、優秀
作品を選考して、優秀者の表彰を行う。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

R1決算額

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

一
般

264千円
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SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

現状の課題
事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称 評価

理由

経費

投入コスト
会
計

項目名

■ □ □

実績

評価者

青少年課長　三上　佳明

項目名

■ □ □

実績

評価者

青少年課長　三上　佳明

項目名

■ □ □

実績

評価者

青少年課長　三上　佳明

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育担当参事　吉田　謙治

0.15 人

会年職員

R1決算額

0.00 人

R1決算額

R1その他職員
従事割合

0.00 人

0.00 人

R1その他職員
従事割合
非常勤
特別職

期間 0.16 人 R3目標

R2その他職員
従事割合

30張

非常勤
特別職

30張
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

0.14 人
①5件

②89人

③

R2目標 R2実績

大型テントが老朽化しているため、R1年度
に3基買い替えた。R１以降、計6年かけて
買い替える予定である。

0.00 人

新型コロナウイルス感染症の状況により、外出
が自粛されたため。

臨時職員

会年職員

キャンプ用品等貸
出事業

根拠法令

所沢市「緑に親しむ運動」キャンプ用具の貸出要綱

事業の目的及び具体的な内容

Ｓ４９～

市内青少年に緑と土と太陽に親しませ自然の中での
集団活動を通じて、心身の健全な発達を図るため
キャンプ用具を貸し出す。

0.09 人

748千円

R2正規職員
人件費

370千円

26張

1,307千円 30張

買い替えたことを機に既存分の点検を
行った。

R2予算現額 R2決算額（見込み）

377千円 301千円

R1その他職員
従事割合

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析
R1正規職員
人件費

指標名 目標設定の考え方・根拠

C

令和2年度を除き、年によって変動
はあるが、概ね貸出数はあると考
えている。

R2年度に改善した点

299千円
①利用件数

②利用延人数

③

テント利用延数
自然の中での集団活動を目的のため、テントの
貸出数を指標とする。

0張

青少
年課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

期間 R3目標

S40～ 572千円 11人

地域社会において、友愛精神をもって青少年に接し、
その相談相手となり、助言活動を行い、健全な青少
年育成に資するために、補助金を交付している。
当該団体は、レクリエーションやキャンプなどの活動
を通じて、学校や学年を超えた仲間づくり、リーダーを
含めた異年齢同士の交流を目的に事業を実施してい
る。

0.00 人

249千円 臨時職員

10人 8人

10人
高校生を含め、事業に関わる人員の確保
が課題と考えている。
市や関係機関の広報誌などの活用により
周知を図りたい。

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

11人

0.07 人

0.03 人
非常勤
特別職

R2目標

R1目標

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 72千円 72千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

目標設定の考え方・根拠

A

R2決算額（見込み）

所沢市青少年相談員設置要綱・所沢市青少年相談
員協議会補助金交付要綱

72千円

R2年度に改善した点

コロナ禍にも関わらず4名の新規委嘱者が
あった。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①１回

②７人

③

限られた人員の中で、自主事業等
を実施して、青少年の健全育成に
貢献していると考える。

72千円

R2実績

①活動実施回数

②自主事業参加延人数

③

相談員の登録人数
青少年相談員の数の増加が活動の活性化につ
ながり、青少年の健全育成に資することから、
相談員の数を指標としている。

R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

R1決算額 指標名

青少
年課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

青少年相談員協議
会補助金

根拠法令 埼玉県青少年相談員設置要綱・ R2予算現額

期間 0.13 人 R3目標

S48～ 1,062千円
0.09 人

0.09 人
①8件

②

③

R2目標 R2実績

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

2,400人 0人

2,400人
会年職員

R1目標 R1実績

青少年健全育成団体の連絡調整を図り、総合的事業
の企画を遂行する青少年育成所沢市民会議に対し、
その財源として補助を行う。
広報活動、かるた大会、街頭キャンペーン、各種ス
ポーツ大会等の実施のほか、地域青少年育成団体
の活動費の交付や青少年健全育成事業への助成を
行っている。

0.06 人
非常勤
特別職

0.00 人 3,000人 2,348人

499千円 臨時職員

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 5,850千円 5,850千円

R2決算額（見込み）

青少年育成所沢市民会議交付金交付要綱・所沢市
補助金等交付規則

R1その他職員
従事割合

本団体は、本市の青少年健全育成
にかかる中心的役割を担っている
団体であり、歴史も古く、市全域へ
の影響が大きい。歴史を重ねる各
スポーツ大会の実施やふるさと意
識の醸成に資する「所沢郷土かる
た」を用いた事業など参加者も多く
優良な事業を実施するほか、青少
年の非行防止・健全育成を目的に
街頭啓発活動を中心になって実施
するなど、本市の青少年健全育成
に大変貢献している。今後も交付
金の補助額は維持しながら、市は
同団体と連携して青少年健全育成
に取り組みたい。

R2年度に改善した点

新型コロナウイルス感染症の状況により、
総会等多人数での会議を書面により開催
した。

新型コロナウイルス感染症の状況により、ス
ポーツ大会が全て中止となったため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

部会が中心となった組織運営の実施に向
けて、継続的に部会内の意見交換等を実
施する必要がある。

R2目標値が未達成の理由・分析

R1決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

－

3,596千円

事業の目的及び具体的な内容
R1正規職員
人件費

①スポーツ大会・家庭の日・非
行防止等の青少年健全育成に
係る事業の年間実施数
　
②

③

青少年体力つくりスポーツ大会参加者数
青少年の非行防止・健全育成を目的に各種事
業を行うので、代表的な事業であるスポーツ大
会への参加者数を指標とする。

青少
年課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

青少年育成所沢市
民会議交付金

根拠法令 R2予算現額

5,850千円

社会
教育
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

事業の具体的な内容及び目的
R1正規職員
人件費

重要 自治事務

指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

子ども会の異年齢集団による様々
な遊びや生活体験・自然体験に
は、子どもたちが協調性や自己決
定能力等を獲得する効果が期待で
きる。その活動を支える子ども会育
成会活動は、地域の人々が子ども
の健全育成に携わることを主眼とし
ており、地域の教育力向上に寄与
している。新型コロナウイルス感染
症の影響で例年の活動はできない
状況であるが、今後も、本事業を通
じて子ども会活動を支援していく。

2,506千円

R2決算額（見込み）

R2その他職員
従事割合

15,804

260千円

R2年度に改善した点

子ども会の会員人数（人）
多くの子どもたちに子ども会活動へ参加してもら
えるよう、各小学校区の子ども会会員数を指標
とした。

各校区子ども会の活動状況に応じて、交
付金を交付した。

達成済み

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R2目標 R2実績 地域の実情も著しく変化するともに、新型
コロナウイルス感染症の影響も生じてお
り、どのような支援が必要かを検討・工夫
していく。また、所沢市子ども会育成会連
絡協議会の活動が充実したものとなるよ
う、継続して支援を実施する。

R3目標

法定受託事務 法定受託＋附加 2,588千円

R2予算現額

社会教育法、所沢市校区子ども会育成交付金交付要綱、所沢市
子ども会育成会連絡協議会補助金交付要綱 2,346千円

R1目標 R1実績 R2目標値が未達成の理由・分析

①「彩の国21世紀郷土かるた」
所沢大会参加者数
②5年生インリーダー研修会参
加者数
③子ども会育成者研修会の参
加者数

14,440 15,744

臨時職員 0.00 人
①0人

②0人

③0人

14,440
R2正規職員
人件費

14,440
会年職員 0.15 人

期間 0.24 人

子ども会育成事業

根拠法令

様々な生活体験・自然体験の機会を充実させ、子ど
もたちの「生きる力」を育むため、子どもの自主性に
基づく地域の子ども会活動の振興を図るために校区
を単位にその支援を行う。また、各校区子ども会育成
会相互の連携・情報交換・研修及び広域的な事業を
行いながら、各校区子ども会育成会を支援している
所沢市子ども会育成会連絡協議会に対しても支援を
行う。

0.37 人

S48～ 1,960千円

3,075千円

どのように貢献したか

キャンプ用品を提供するこ
とで、集団活動を行いやす
くする。

どのように貢献したか

計画した事業は中止とな
り、研修のほか、過去に参
加した小中学生に新聞発
行等情報発信して、つなが
りを維持した。

３．すべての
人に健康と

福祉を

３．すべての
人に健康と

福祉を

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

書面による会議となるなか
実施した役員会議では、各
方面の情報交換ができた。

３．すべての
人に健康と

福祉を

どのように貢献したか

地域での体験活動の機会
を提供した。

４．質の高い
教育をみん

なに



第２章　子どもが大切にされるまち  第４節　青少年健全育成

SDGsへの貢献
(最大3つ)

活動実績(R2)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

現状の課題
事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称 評価

理由

経費

投入コスト
会
計

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育担当参事　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育担当参事　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育担当参事　吉田　謙治

項目名

■ □ □

実績

評価者

社会教育担当参事　吉田　謙治

0.00 人

社会
教育
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要

根拠法令

自然・社会体験学習や異年齢交流の場として、市内
で活動するボーイスカウト（2団体）、ガールスカウト（2
団体）、所沢サマースクール実行委員会に対して、青
少年活動が活発に行われることを期待して、補助金
を交付しその活動を支援する。

S50～

R3目標

目標設定の考え方・根拠

自治事務

R1決算額 指標名

法定受託事務 法定受託＋附加 540千円 540千円
①ボーイスカウト・ガールスカウ
ト部隊数
②ボーイスカウト・ガールスカウ
ト団員加入人数
③サマースクール参加児童数

R2目標値が未達成の理由・分析
R1その他職員
従事割合

549千円 298千円

自然・社会体験学習や異年齢交流の場としての
事業が活発に行われることを期待して活動を支
援しているため、団体の年間事業数を指標とす
る。

R1正規職員
人件費

R2実績

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

665千円 臨時職員 0.00 人

①16部隊
②170人
③0人

300 290

感染症対策のため、一部事業が中止になった
ため。

会年職員

オンライン会議システムを使用して情報交
換・情報共有等を行った。

R1目標 R1実績

0.08 人
非常勤
特別職

期間 0.08 人

青少年団体活動助
成事業

R2決算額（見込み）

社会教育法、ボーイスカウト補助金交付要綱、ガールスカウト補助
金交付要綱、所沢サマースクール実行委員会補助金交付要綱

653千円

事業の目的及び具体的な内容

R2予算現額

各団はキャンプなど野外活動の実
施を中心に様々な活動を行うととも
に、市民文化フェアや市民フェス
ティバル等での奉仕活動なども
行っており、本市の青少年健全育
成への貢献度は高い。また、公民
館等で行われる地区文化祭にも積
極的に参加しており、地域のコミュ
ニティ機能が変容し地域の教育力
低下が指摘されている中、市内で
のボーイスカウト・ガールスカウトの
活動意義は大きく、今後も活動支
援を継続していく。

R1予算現額

0.00 人
Ｂ

補助団体の年間事業数（件）

300

R2目標

R2正規職員
人件費

R2その他職員
従事割合

156

3,274千円

一
般

①5日

②2,646点

③2,670人

0.53 人

R1実績

R2予算現額

R1決算額

300

R1決算額 指標名

R1目標

地域の青少年健全育成を図っているボー
イスカウト・ガールスカウト、日常では経験
することができない青少年体験活動を実
施する所沢サマースクールの活動意義は
大きく、行政との連携は必要であり、今後
とも必要な支援を継続していく。

①参加団体数

②来場者数

100.0%

100.0%

R3目標

青少年教育の振興を図ることを目的とし、子どもたち
の感性や表現力を養う文芸・イラスト・合唱など様々
な事業を行う所沢こどもルネサンス実行委員会に補
助金を交付して活動を支援するとともに、開催報告集
の作成等を行う。

重要 自治事務 法定受託＋附加

期間

R2年度に改善した点

0.39 人

3,186千円

3,141千円

①各事業の開催延べ日数
②文学・イラストの応募作品数
③事業の参加者延べ人数

R2正規職員
人件費

R1正規職員
人件費

根拠法令

法定受託事務

新型コロナウイルス感染予防と拡大防止により
一部事業を中止したため。

社会
教育
課

実施計画ランク 事業の種別

社会教育法、
所沢こどもルネサンス実行委員会補助金交付要綱

Ｂ

R2年度に改善した点

市内児童・生徒の事業参加率（％）

R2目標値が未達成の理由・分析

子どもたちを取り巻く環境も大きく変化して
いるとともに、新型コロナウイルス感染症
の影響も大きくなっているが。今後も子ど
もたちの体験活動の場が継続できるよう
に、社会教育課としても積極的に支援して
いく。

事業の目的及び具体的な内容

目標設定の考え方・根拠

実行委員会が主体となり、多くの事
業を通じて子どもたちの健全育成
に貢献して、一定の成果を上げて
いるとともに、、新型コロナウイルス
禍においても、実行委員会が主体
的になり、話し合いを重ねながら出
来ることを考えて、事業を実施して
いる。学校教育の枠を超えて、子ど
もたちが自分たちの感性を伸ばせ
る場をより多く提供できるよう、引き
続き支援をしていく。

22.5%31.0%
非常勤
特別職

0.00 人

31.0%

R2目標

オンライン会議システムを使用した講座を
実施した。

事業を通じて多くの子どもたちの成長を促すた
め、市内児童・生徒数に占める参加率を指標と
し、前年度実績以上の参加率を目標値とした。

R2決算額（見込み）

会年職員

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

社会
教育
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

R1予算現額

子ども写生大会開
催事業

期間

子どもたちが野外で絵を描くことによって、自然の美
しさや物の形のおもしろさに親しみ、美しいと感じる心
や表現力を育てることを目的に、西武園ゆうえんち及
び株式会社サクラクレパスの協賛を得て、所沢市子
ども写生大会を開催する。さらに、入賞作品の展示会
や市内小中学校への巡回展を合わせて開催する。

S61～

R2正規職員
人件費

R2予算現額

事業の目的及び具体的な内容

①提出された作品数
②写生大会当日の参加者数
③作品展の参加者数

子どもの作品提出率（％）

指標名

0千円

R1その他職員
従事割合

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

新型コロナウイルス感染症の影響で、実
行委員会と協賛企業と今後の開催方針等
の調整をできていない。今後も各機関と協
力し継続して写生大会を開催していくため
に、協議を重ねていきたい。

90.0%

R1目標

新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年
度に所沢市子ども写生大会を実施しなかったた
め。

90.0%

令和２年度は、新型コロナウイルス
感染症の影響で所沢市子ども写生
大会を実施しなかったが、全国有
数の歴史を持つ写生大会であり、
野外で絵を描く機会や家族がふれ
あう場を提供するだけでなく、行政・
協賛企業（民間）・実行委員会（ボラ
ンティア）・学校の連携によって実
施されていることに大きな意義があ
ると評価も高い。今後も各方面から
の協力をいただきながら、継続して
実施していきたい。

―

R2年度に改善した点

特になし。（実行委員会、大会ともに開催
できなかったため）

R2実績

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 245千円

社会教育法、文化芸術振興基本法
所沢市子ども写生大会実行委員会交付金交付要綱

0.00 人

R2決算額（見込み）

95.3%

0.00 人会年職員

R2目標

非常勤
特別職

臨時職員

R2その他職員
従事割合

31.0%

90.0%

0.00 人

R2その他職員
従事割合

11.0%

所沢こどもルネサ
ンス開催支援事業

H2～

R2目標値が未達成の理由・分析R1実績

参加した子どもたちの多くに絵を描いてもらえる
よう、作品の提出率を指標とし、90％を超えるこ
とを目標値とする。

目標設定の考え方・根拠

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

根拠法令

0.00 人

期間

3,431千円

0.42 人 R3目標

R3目標

臨時職員 R2実績

社会
教育
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

―

根拠法令

社会教育法、ところざわ人形劇フェスティバル実行委
員会補助金交付要綱

事業の目的及び具体的な内容

法定受託＋附加

R2決算額（見込み）

310千円

310千円

0.00 人

R1その他職員
従事割合

R2予算現額

0.00 人

R1正規職員
人件費

会年職員

指標名

R2正規職員
人件費

3,226千円

R1予算現額

0.13 人

自治事務 法定受託事務

R1予算現額

R2その他職員
従事割合

100.0%

R2年度に改善した点

来場者の満足度（％）
人形劇の上演を通じて、子どもたちの感受性を
育むこと等を目的としているため、来場者アン
ケート結果を指標とする。

感染症対策として事前申し込み制とし、３
密を回避した。(その後中止となった。）

R1目標

緊急事態宣言により開催中止となったため。

R1実績

R2目標
近年、人形劇は子どものみならず高齢者
関連施設での上演希望なども増えており、
広報対象を広げて人形劇を通じた３世代
交流の場としての可能性などを検討して
いく。

H4～

開催中止

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

1,496千円 臨時職員 0.00 人

①開催中止

②開催中止

R2実績

ところざわ人形劇
フェスティバル開催
支援事業

1,062千円

0.0%

4,405千円

①0点
②0人
③0人

244千円

R1決算額

緊急事態宣言により開催中止と
なったため。

100.0%

R2目標値が未達成の理由・分析

15千円

目標設定の考え方・根拠

0.53 人

266千円

―

0.00 人

310千円

人形劇を通じて子どもたちの夢や希望・情操を育て、
感受性を育み、青少年教育の振興を図ることを目的
として開催する人形劇フェスティバルについて、補助
金を交付して開催を支援する。

0.18 人
非常勤
特別職

4,405千円

1,284千円

どのように貢献したか

子どもたちの感受性を育む
機会を提供している。

どのように貢献したか

地域での子どもたちの体験
活動の機会を提供した。

４．質の高い
教育をみん

なに

４．質の高い
教育をみん

なに

どのように貢献したか

どのように貢献したか

地域での子どもたちの体験
活動の機会を提供した。

４．質の高い
教育をみん

なに

４．質の高い
教育をみん

なに


